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に

お
い

て

は

怖
れ

は

全

く
な
い

は

ず
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

仏

教
教
育
に

付
随

す
る

議
論
を

整
理

し
て

い

く

中
で

、

現
在
わ
が

国
に

求
め

ら

れ
る

仏

教
教

育
と
し

て
、

宗
教

的
情
操
教

育
11

「

い

の

ち
の

教
育
」

と

並
ぶ

形
の
、

仏

教
に

お

け
る

宗
教
的

情
操
教
育
”

「

仏
性
の

教
育
」

を

提
案
す
る

。

如

来
蔵
思
想
の

人

間
観
を

象
徴
す
る

人

物
に

は

『

華
厳

経
』

の

善
財
童
子

、

『

法
華
経
』

の

常
不
軽
菩
薩、

『

勝

鬘
経
』

の

勝

鬘
夫
人
が

挙
げ
ら

れ
る

。

　

三

　
仏

教
に

お

け
る

宗
教
的
情

操
教

育
11

「

仏
性
の

教
育
」

　
こ

こ

ま
で

の

議
論
を

整
理

す
る

と
、

ま

ず
仏

教
教
育
の

教
化
的
性
格
よ

り
も
教
育

的
性

格
こ

そ
が

現
代
の

教
育
に

活
か

す
に

は

相
応
し
い

こ

と、

次
に

「

人

格
の

完
成
（

覚
者
の

完
成）
」

を

目
的
と

す
る
点
で

仏
教
と

教

育
に

は

共
通

性
が

あ
る

も
の

の
、

（
道

徳）

教

育
に

は

限

界
が

あ
り、

宗

教
に
負
う
面
が
あ
る

こ

と
、

そ
し
て

こ

こ

で

は
そ
の

追

う
面
と
し

て

い

く

つ

か
あ
る

う
ち
の

宗
教

的
情
操
教

育
に

着
目
す
る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

さ
ら
に

宗
教
的

情
操
教

育
と
言
っ

て

も
、

宗
教
の

教
化
的

性
格
を
強
調

す

る
も
の

で

は
な
く
慈
愛
的
な
も
の

で

あ

り、

人

間
を
そ
の

ま
ま

肯
定
す
る

も
の

で

は
な
く

如
来
蔵
思
想
で

言

う
と
こ

ろ

の

如
来
蔵
（
仏
性
）

を
肯

定

す
る

教
育
で

あ
る

。

そ
れ
は

宗
教
的

情
操
教
育
11

「

い

の

ち
の

教
育
」

と

い

う

図
式
を
借
り
る

な
ら
ば

、

仏
教
に

お

け
る

宗
教

的
情
操
教

育
11

「

仏

性
の

教
育
」

と

い

う
図

式
で

あ
り、

如

来
蔵
思

想
（
仏

性
思
想
V

を
理

論

的
基
盤
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま
と
め

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

西

尾
　
秀
生

　
宗
教
が
社
会
に

貢
献
し

う
る

可
能
性
に

つ

い

て

考
え
る
こ

と
は

有
意

義

で

あ
ろ

う
。

政
教
分
離
が
建
前
の

現
在
の

日

本
で

は

公
立

学
校
で

宗
教

教

育
を

行
う
こ

と
は

難
し
い

が
、

か
つ

て

は
寺
が

教
育
の

重
要
な
役
割
を

果

た

し
て

き
た

。

今
回
の

パ

ネ
ル

は
ア

ジ
ア

の

宗

教
が

社
会
で

果
た
し

う
る

可
能

性
を
探
る

目

的
で

企
画
し

た
。

こ

こ

で

の

「

教
育
」

は

広
い

意
味
に

解
釈
し、

「

教
化
」

の

意
味
も
含
め

る

こ

と
に

す
る

。

　

第
一

発
表
者
の

龍
口

明
生
氏
は

律

蔵
研
究
の

立

場
か

ら、

「

戒

律
規

定

と

沙
弥
教
育
」

と
い

う
テ

ー

マ

で

沙
弥
へ

の

教

育
に

つ

い

て

発
表
し

た
。

沙
弥
と

な
る
に

は
、

不
殺
生
・

不
盗
・

不
婬
・

不
妄
語
・

不
飲
酒
・

不
著

華
香
・

不
觀

聽
歌
舞
作
樂
・

不
坐

臥
高
廣

床
上
・

不
過
時
食
・

不
得
捉
金

銀

及
錢
の

十

戒
を

受
け
ね
ば
な

ら
な
い

。

沙
弥
の

師
の

資
格
は

「

十
法
成

就
」

で

あ
り、

出
家

し
て

法
臘

十
年
以
上
で

あ
り、

且

つ

持
戒

者
で

あ

り
、

論
や

律
に

つ

い

て

多
聞
で

あ

り、

戒

定
慧
を

学
ぶ

等
の

条
件
を

具
え

た

者
で

な
く
て

は

な
ら

な
い

と
制

定
さ
れ
て

い

る
。

沙
弥
を

教
育
す
る

と

い

う
こ

と
は

、

当
の

沙
弥
自
身
の

資
質
が

問
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い

が
、

そ

れ

以
上
に

和
上
の

能
力
が

厳
し

く

規
定
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

戒

律
規

定
を
現

在
の

学
校
教
育
に

当
て

は
め
る

と
、

教

育
者
の

資
質
が

問
わ

れ
る
の

は
当

然
の

こ

と
で

あ
ろ

う
。

　

第
二

発

表
者
の

北
川
清
仁
氏
は

近

代
イ
ン

ド
思

想
研
究
の

立

場
か

ら
、

「

オ
ー

ロ

ビ

ン

ド
の

教
育
論
」

と
い

う
テ

ー

マ

で
、

宗
教
が

教
育
に

か
か

わ

る
利
点
や

問
題

点
を

問
う
発
表
で

あ
っ

た
。

オ

ー

ロ

ビ

ン

ド
・

ア

シ
ュ

ラ

ム

の

学
校

教
育
は

三

原
則
を
基

本
と
し

、

さ
ら
に

感
覚
の

訓
練、

知
性

の

訓

練、

肉
体
の

鍛
錬、

モ

ラ

ル

の

教
育
の

四

部
門
か

ら
な
る

。

モ

ラ

ル

や

情
操
教
育
を

欠
く
知
育
は

有
害
で

あ
り

、

モ

ラ

ル

と

宗
教
の

教
育
を

ま

っ

た

く
無
視

す
れ
ば

民
族
を

堕
落
さ
せ

る

と
い

う
。

ま
た

そ
の

上
に

霊

性

の

教
育
が
あ
る

。

こ

れ

は

学
校
の

範
囲
を
超
え
生

涯
に

わ
た
る

。

オ

ー

ロ

ビ

ン

ド
の

思

想
か

ら、

人
生
に

は

聖
な
る

目

的
が

あ
る

と
い

う
立

場
で

あ
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る
。

こ

の

オ
ー
ロ

ビ

ン

ド
・

ア

シ

ュ

ラ

ム

の

学

校
と

比
べ

る

と
、

日
本
の

仏
教
教
団
の

学
校
教
育
は

仏
教
の

理
念
を
充
分
に

生
か
し
切
れ
て

い

な
い

嫌
い

が

あ
る

。

　

第
三

発
表
者
の

宮
井
里

佳
氏
は

『

金
蔵
論
』

研
究
の

立

場
か
ら、

「

中

国
仏
教
の

唱
導
」

を
発

表
し
た

。

仏
教
教
育
は
「

法
会
」

の

場
で
一

般
の

人
々

に

行
わ

れ
て

き
た

。

法
会
の

中
に

「

唱
導
」

と

い

う
説
教
形
式
が
あ

り、

人
々

に

仏

法
を

わ
か

り
や

す

く
説
い

て

教
え
導
い

た
。

道

紀
撰
の

『

金

蔵
論
』

は
、

因
縁

譚
を
テ

ー

マ

ご

と

に

収
録
し
た

仏
教
の

要

文
集
で

あ
り、

説
法
の

種
本
と

し
て

用
い

ら

れ
た

。

こ

こ

に

説
か
れ

る

因
果
応
報

と
は
、

仏
法
を
迫
害
す
れ
ば

悪
果
が

顕
れ、

仏

法
を

護
持
す
れ
ば
、

善
果

が

顕
れ

る
と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

善
因
善
果
・

悪
因
悪
果
の

物
語
は
、

善

行
へ

の

志
向
を
高
め
、

社
会
の

安
定
の

た

め

に

有
益
で

あ
ろ

う
。

し
か
し

な

が
ら
、

説
か
れ
る
善
果
が
世
俗
的
な
価
値
観
や

地
位
と

結
び

つ

く
こ

と

は
、

既
存
の

社
会
の

悪
い

意
味
で

の

維
持
に
つ

な
が
る

。

ま

た
、

善
悪
が

仏
教
を

信
ず
る
か
否
か

の

観
点
で

説
か
れ
る
こ

と
は
、

仏
教
護
持
の

た

め

の

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

を
意
味
す
る

で

あ
ろ

う
。

　

第
四

発
表
者
の

岩
瀬
真
寿
美
氏
は

教
育

学
の

立

場
か
ら

、

「

日

本
の

仏

教
教

育
」

と

い

う
テ

ー

マ

で

仏
教

教
育
の

人

問

形
成
的

意
義
を

考
察
し

た
。

イ
ン

ド

の

大
乗
仏
教
で

衆
生

が

如
来
に

な
る

べ

き
因
と

し
て

如
来
蔵

が

説
か

れ
た

。

こ

の

思
想
は

仏
性
に

繋
が
る

も
の

で

あ
り、

宗
教
的
情
操

教
育
に

生
か
す
こ

と

が

で

き
る

。

人
格
の

完
成
（
覚
者
の

完
成
）

を
目

的

と

す
る

点
で

仏
教
と

教
育
に

は
共

通
性
が
あ
る

も
の

の
、

（

道
徳）

教

育

に

は

限
界
が
あ
り、

宗
教
に

負
う
面
が
あ
る

。

宗
教
的
情
操
教
育
は

宗
教

の

教
化
的
性
格
を
強
調
す
る

も
の

で

は

な
く
慈
愛
的
な
も
の

で

あ

り
、

人

問
を
そ
の

ま
ま
肯
定
す
る

も
の

で

は

な
く
如
来
蔵
（

仏
性
）

を
肯

定
す
る

教

育
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

仏
教
に

お

け
る

宗
教
的
情

操
教

育
は

如
来

蔵

思

想
に

よ
る
人
間
形
成
の

可
能
性
を
探
る
こ

と
が
で

き
る

。

　

今
囘
の
パ

ネ
ル

で

は
、

フ

ロ

ア

か
ら

多
く
の

質
問
が
あ
り、

発
表
者
と

フ

ロ

ア

と
の

問
で

活
発
に
議
論
で

き
た

。

そ
の

た
め

、

教
育
の

現
代
的
な

意

義
だ
け
で

な
く、

仏
教
及
び

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
の

思
想
を
宗

教
教

育
に

生

か

す
今

後
の

可
能
性
を
一

緒
に

考
え
る

こ

と

が
で

き
た
こ

と
は

有
意

義
で

あ
っ

た
。

日
本
人
の

宗
教
性
を

間
う

　
　
　

　

欧
・

米
・

韓
・

日

の

宗
教
事
情
を
通
し

て

代
表
者
・

司
会
　
藤

　
能
成

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
原
田
哲
了

韓
国
の

宗
教
事
情
と

日
本
人
の

宗
教
性

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

藤
　
　
能
成

　

日

本
の

宗
教
学
・

社
会
学
の

研
究
者
が
「

日
本
は

非
宗
教
的
社
会
で

あ

る
」

と

見
て

い

る

通
り

、

日

本
人
の

生

き
方
は、

一

般
に

世
俗
化
さ

れ
て

お

り、

物
質
主

義
に

も
と
つ

く
自
己
中
心
的、

欲
望
追
求
的
生

き
方
を
す

る

人
が

多
く

、

宗
教
に

対
す
る

杜
会
的
評
価
も
低
い

。

多
く
の

人
々

が、

非
宗
教
的、

物
質
主

義
的
生
き

方
に

よ

り、

孤
独
・

虚

無
感
・

死
へ

の

恐

怖
等
の

精
神
的
苦
悩
に

苛
ま
れ
て

い

る

現
実
が
あ
る

。

し
か

し
一

方
で
、

日
本
を

訪
れ

る

韓
国
や

西
欧
の

人
々

や

研
究
者
か

ら、

そ
の

宗
教
性
を
高
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